


平
成
１６
年
１０
月
１
日
に
旧
安
来
市

・
広
瀬
町
・
伯
太
町
が
合
併
し
て
今

年
１０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
「
新
安
来
市
発
足
１０
周
年
記

念
式
典
」
を
１０
月
４
日
、
安
来
市
民

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
島
根
県
知
事
、
県
選ミリ

出
国
会
議
員
、
姉
妹
都
市
・
韓
国
密

ア
ン

パ
ク
イ
ル
ホ

陽
市
の
朴
一
浩
市
長
、
県
議
会
議

員
、
周
辺
自
治
体
の
首
長
や
市
民
な

ど
約
５
０
０
人
が
参
加
し
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
近
藤
市
長
は
、

合
併
後
の
市
政
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、「
定
住
、
交
流
人
口
の
増
大
や

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
社

会
環
境
の
整
備
を
重
点
的
に
推
進
す

る
こ
と
で
、
引
き
続
き
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
自
信
を
持
っ
て
引

き
継
げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
名
誉
市
民
顕
彰
、
自

治
振
興
功
労
者
表
彰
、
市
民
憲
章
制

定
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
、
市
の
歌

制
定
・
披
露
な
ど
が
あ
り
、
安
来
市

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
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●
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
別
刷
り
）

１１
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

「鹿介、月山富田城に立つ」
今月の表紙

NHK大河ドラマで山中鹿介役を演
じた俳優・別所哲也さんが、月山を訪
れました。凛として鉄砲隊を指揮する
姿は、まさに平成の世の鹿介です。
・撮 影 日 ９月２８日
・撮影場所 広瀬町富田
関連記事を１５ページに
掲載しています。

【
第
１
部
】
記
念
式
典

新新安安来来市市発発足足１１００周周年年
記記念念式式典典をを開開催催！！

次
の
１０
年
に
向
け
決
意
新
た
に
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自
治
振
興
功
労
者
表
彰
で
は
、
自
治
、
民
主
保
健
衛
生
、

農
林
水
産
業
・
商
工
業
、
教
育
文
化
な
ど
各
分
野
で
市
政
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
個
人
４７
人
、

６
法
人
・
団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

自治振興功労者表彰
市政発展に寄与した個人・法人・団体を表彰

受受賞賞者者をを代代表表ししてて、、梅梅林林守守ささんん（（左左））
にに表表彰彰状状がが贈贈らられれままししたた。。

表表彰彰さされれたた皆皆ささんん

式式辞辞をを述述べべるる近近藤藤市市長長
作詞・作曲をしたＨＡＮＺＯさん、田部さんと安
来一中の生徒が会場に市の歌を響かせました。

ＨＨＡＡＮＮＺＺＯＯささんん（（右右））とと
田田部部由由美美子子ささんん

密
陽
市
長
も
お
祝
い
に

いと

「愛し ふるさと 安来」を披露

【
第
２
部
】

第
２
部
で
は
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
・
渡
部

陽
一
氏
の
、
世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

平
和
と
命
の
大
切
さ
〜
と
題
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

渡
部
さ
ん
は
、
戦
地
で
自
ら
撮
っ
た
写

真
を
ス
ラ
イ
ド
に
写
し
な
が
ら
、
戦
場
で

生
活
し
て
い
る
人
々
の
家
族
の
絆
や
、
命

の
大
切
さ
、
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
銃
を
も
っ
て
戦

う
子
ど
も
た
ち
の
現
状
を
話
し

「
被
害
者
は
、
い
つ
も
子
ど
も
」

と
戦
争
の
持
つ
残
酷
さ
を
訴
え
ま

し
た
。

「
渡
部
陽
一
氏
」
記
念
講
演

斉斉唱唱ししたた安安来来一一中中のの生生徒徒

安
来
市
の
姉
妹
都
市
・
韓
国

ミ
リ
ア
ン

バ
ク
イ
ル
ホ

密
陽
市
長
も
出
席
。
朴
一
浩
市

長
は
、「
安
来
市
が
世
界
に
向
け
て

さ
ら
に
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を
切

望
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

市の歌制定
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安
来
市
名
誉
市
民
は
、
公
共
福

祉
の
増
進
、
産
業
・
文
化
の
進
展
、

自
治
の
発
展
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
卓
絶
で
市
民
の
尊
敬
の
対
象

と
な
る
方
に
贈
る
称
号
で
す
。

合
併
１０
周
年
の
節
目
に
、
市
民

の
代
表
で
構
成
す
る
選
考
審
議
会

で
審
議
を
重
ね
、
時
を
経
て
も
輝

き
を
失
う
こ
と
の
な
い
偉
大
な
功

績
を
遺
し
た
５
人
の
方
を
選
定
し

ま
し
た
。

（
本
名
・
米
原
幸
太
郎
）

明
治
２
年
８
月
２
日
〜

大
正
１４
年
３
月
２５
日

明
治
２３
年
に
上
京
し
、
木
彫
界

の
巨
匠
高
村
光
雲
の
門
に
入
る

と
、
３
年
の
う
ち
に
頭
角
を
現

し
、
彫
刻
展
で
入
賞
を
重
ね
る
。

明
治
２８
年
に
は
東
京
美
術
学
校

助
教
授
に
就
任
。
東
京
国
立
博
物

館
が
所
蔵
す
る
「
ジ
ェ
ン
ナ
ー

像
」
の
制
作
に
、
初
め
て
西
洋
彫

刻
の
技
法
を
用
い
、
木
彫
界
に
大

き
な
発
展
を
も
た
ら
し
た
。

明
治
３０
年
代
に
は
、
パ
リ
世
界

博
覧
会
入
賞
を
は
じ
め
数
多
の
功

績
を
あ
げ
名
声
を
高
め
る
一
方
、

後
進
の
育
成
に
も
注
力
し
た
。
代

表
作
に
「
月
」「
竹
取
翁
」「
仙
丹
」

な
ど
が
あ
り
、
大
正
期
に
は
松
江

城
の
松
平
直
政
公
像
、
長
野
市
善

光
寺
の
仁
王
像
、
明
治
神
宮
の
獅

子
狛
犬
な
ど
の
大
作
に
も
取
り
組

ん
だ
。

明
治
７
年
３
月
１５
日
〜

昭
和
３６
年
７
月
１５
日

明
治
３３
年
に
上
京
し
、
国
民
新

聞
に
入
社
。
同
社
編
集
局
長
、
国

際
通
信
社
報
道
部
長
を
経
て
読
売

新
聞
主
筆
に
就
任
し
、
日
本
全
権

随
員
と
し
て
パ
リ
平
和
会
議
に
参

加
し
た
。

昭
和
２
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開

か
れ
た
国
際
新
聞
専
門
家
会
議
で

は
、
日
本
代
表
と
し
て
手
腕
を
発

揮
す
る
。

次
い
で
国
民
新
聞
社
長
、
ジ
ャ

パ
ン
タ
イ
ム
ズ
社
長
を
歴
任
し
、

昭
和
２１
年
に
島
根
新
聞
社
長
に
就

任
す
る
と
、
翌
年
の
参
議
院
議
員

選
挙
に
当
選
。
昭
和
２６
年
の
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
話
会
議
で
は
、

吉
田
茂
首
相
の
要
請
に
よ
り
全
権

委
員
代
理
と
し
て
各
国
記
者
団
の

対
応
に
あ
た
っ
た
。

選
定
日

平
成
２６
年
１０
月
４
日

※
紹
介
は
生
年
月
日
順

新安来市発足１０周年記念式典

■
問
い
合
わ
せ

秘
書
課

℡
２３‐

３
０
１
１

安来市名誉市民を
選定しました

近
代
彫
刻
界
の
草
分
け
的
存
在

よ
ね
は
ら
う
ん
か
い

米
原
雲
海

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
全
権
委
員
代
理

だ

て

げ
ん
い
ち
ろ
う

伊
達
源
一
郎

４



明
治
２３
年
８
月
２４
日
〜

昭
和
４１
年
１１
月
１８
日

中
学
卒
業
後
、
東
京
高
等
工
業

学
校
で
窯
業
科
学
を
学
び
、
京
都

市
陶
磁
器
試
験
場
の
技
手
と
な
る
。

大
正
９
年
、
京
都
五
条
坂
に
「
鐘

渓
窯
」
を
開
く
と
、
中
国
陶
磁
器

等
に
関
す
る
新
し
い
知
見
を
加

え
、
高
い
技
術
を
駆
使
し
た
多
彩

な
作
品
を
次
々
と
発
表
し
、
作
陶

家
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
た
。

そ
の
後
、
志
を
共
に
す
る
仲
間

と
民
芸
運
動
を
展
開
し
、
多
く
の

人
々
に
感
銘
を
与
え
た
。
昭
和
１２

年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
、
昭
和
３２

年
の
ミ
ラ
ノ
・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

展
で
は
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す
る

な
ど
、
世
界
的
に
も
そ
の
名
声
を

馳
せ
た
。
木
彫
作
品
や
著
書
も
多

く
残
し
て
い
る
。

幼
少
の
頃
か
ら
安
来
節
を
習
い

覚
え
る
。
成
長
と
と
も
に
天
性
と

も
い
う
べ
き
美
声
に
磨
き
が
か
か

り
、
お
糸
の
安
来
節
は
巷
で
評
判

と
な
る
。

大
正
期
に
入
る
と
、
レ
コ
ー
ド

の
吹
き
込
み
を
し
た
ほ
か
、
東
京

や
関
西
方
面
の
寄
席
界
に
も
進

出
。
さ
ら
に
は
、
台
湾
、
朝
鮮
、

満
州
に
も
巡
業
の
足
を
延
ば
す
な

ど
、
安
来
節
を
、
日
本
を
代
表
す

る
格
調
高
い
民
謡
の
地
位
に
押
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
お
糸
節
と
も

い
わ
れ
る
今
日
の
正
調
安
来
節
を

生
み
出
し
た
。

安
来
節
保
存
会
に
お
い
て
も
初

代
家
元
の
地
位
に
あ
っ
て
、
正
調

安
来
節
の
宣
伝
普
及
と
後
継
者
の

指
導
育
成
に
生
涯
を
捧
げ
、
今
日

の
隆
盛
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
た
。

（
本
名
・
渡
部
イ
ト
）

明
治
９
年
１１
月
６
日
〜

昭
和
２９
年
３
月
２７
日

商
工
・
農
林
・
大
蔵
大
臣
な
ど

を
歴
任
し
た
父
幸
雄
の
秘
書
と
し

て
、
昭
和
１５
年
か
ら
政
治
家
の
道

を
歩
み
だ
す
。

昭
和
２２
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙

に
東
京
一
区
か
ら
出
馬
し
、
３４
歳

で
初
当
選
。
そ
の
後
の
参
議
院
議

員
選
挙
、
衆
議
院
議
員
選
挙
は
郷

里
島
根
県
か
ら
立
候
補
し
、
５０
年

以
上
国
会
議
員
を
務
め
た
。

そ
の
間
、
様
々
な
大
臣
等
の
要

職
を
歴
任
し
、
平
成
２
年
に
は
三

権
の
長
の
一
席
で
あ
る
衆
議
院
議

長
に
就
任
。

一
方
、
自
由
民
主
党
の
幹
事

長
、
政
務
調
査
会
長
、
顧
問
等
の

重
責
に
就
任
し
、
常
に
国
政
の
中

核
に
あ
っ
て
日
本
国
発
展

の
た
め
尽
力
し
た
。

明
治
４５
年
５
月
８
日
〜

平
成
１５
年
７
月
５
日

正
調
安
来
節
を
全
国
に
広
め
た
初
代
家
元

し
ょ
だ
い
わ
た
な
べ

い
と

初
代
渡
部
お
糸

近
現
代
の
陶
芸
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

日
本
を
代
表
す
る
陶
芸
作
家

さ
く
ら
う
ち

よ

し

お

櫻
内
義
雄

か
わ
い
か
ん
じ
ろ
う

河
井
寛
次
郎

、

５０
年
以
上
国
会
議
員
を
務
め

衆
議
院
議
長
な
ど
要
職
を
歴
任

５



新安来市発足１０周年記念式典

式典では、市民の皆さんが「人」「風土」「自然」など安来市の宝を将来に渡って守り育てる

心を共有し、より一層の一体感が醸成できるように行動目標となる「市民憲章」を制定。また、

核兵器の廃絶を訴える非核平和都市宣言を行い、今後は宣言に沿った取り組みを行っていきます。

▲▲安安来来高高校校２２年年 國國重重香香菜菜子子

ささんん（（右右））とと情情報報科科学学高高校校３３
たたててひひららむむねねひひろろ

年年 立立平平宗宗大大ささんんがが発発表表。。

一 美しい四季の風景と豊かな自然を守り 未来につなげます

一 歴史と伝統を守り 新たな文化の創造やものづくりにはげみます

一 健康に心がけ夢と希望をもち 心豊かに暮らします

一 感謝と思いやりの心をもち あいさつをとおして人とのつながりを大切にします

一 進んで学び行動し 誇れる安来をつくります

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

我々は、世界で唯一の戦争被爆国として、核兵器

の恐ろしさ、戦争の悲惨さ、平和の尊さを後世に伝

えていかなければならない。

安来市は、新安来市発足１０年の節目を契機に、核

兵器と戦争の根絶を願うとともに、世界平和の実現

を願う関係団体と連携を図りながら、平和活動への

参画と平和意識の啓発に努めていくことを決意し、

ここに非核平和都市であることを宣言する。

■問い合わせ 市民参画課 ℡２３‐３０６７

■問い合わせ 総務課 ℡２３‐３０１７

非核平和都市宣言

わたしたちは、豊かな自然と先人が育んできた

歴史・文化や産業に恵まれた安来の市民です。

この地に生きることに喜びと誇りをもち、世代を

超えた鋼（ハガネ）のようなつながりで心やすらぐ

まちをつくるため、この憲章を定めます。

安来市民憲章

▲▲近近藤藤市市長長がが宣宣言言をを読読みみ上上

げげ非非核核平平和和都都市市宣宣言言をを行行いい

ままししたた。。

６



安
来
市
出
身
の
彫
刻
家
で
、
日
本

の
近
代
彫
刻
の
礎
を
築
い
た
米
原
雲

海
。
新
市
発
足
１０
周
年
を
記
念
し
て

全
国
か
ら
作
品
を
集
め
た
米
原
雲
海

展
が
、
９
月
１８
日
か
ら
１０
月
２０
日
ま

で
市
内
３
つ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

雲
海
の
作
品
を
展
示
し
た
和
鋼
博

物
館
で
は
、
日
本
で
初
め
て
比
例
コ

ジ
ェ
ン
ナ
ー

ン
パ
ス
を
利
用
し
た
「
善
那
木
像
」

や
、代
表
作
と
も
い
え
る「
竹
取
翁
」

「
月
」「
仙
丹
」
な
ど
５１
点
を
展
示
。

雲
海
は
、
西
洋
彫
刻
の
�
比
例
コ
ン

パ
ス
�
を
用
い
た
技
法
を
初
め
て
木

彫
り
に
活
用
し
た
人
で
、こ
れ
に
よ
り

彫
刻
の
転
写
と
拡
大
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。今
回
の
展
示
会
で
も
同
型
の

作
品
が
複
数
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
安
来
市
加
納
美
術
館
で
は
、

雲
海
の
師
匠
で
あ
る
高
村
光
雲
や
兄

弟
子
、
弟
子
な
ど
の
作
品
を
展
示
す

る
「
米
原
雲
海
と
そ
の
系
譜
展
」、

安
来
市
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
で
は
、
現

在
市
内
で
活
躍
す
る
彫
刻
家
ら
の
作

品
を
集
め
た
「
現
代
彫
刻
家
展
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

初
日
の
１８
日
に
は
開
館
か
ら
多
く

の
人
が
か
け
つ
け
、
緻
密
で
力
強
い

雲
海
作
品
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

作
品
「
月
」

を
鑑
賞
し
て
い

た
須
山
圭
二
さ

ん（
黒
井
田
町
）

は
、「
月
が
な
く

て
も
、
人
物
の

表
情
や
し
ぐ
さ

で
月
を
鑑
賞
し

て
い
る
様
子
が

わ
か
る
。
驚
い

た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン

と
し
て
知
ら
れ
、
世

界
の
紛
争
地
で
写
真

を
通
し
て
戦
争
を
伝

え
る
渡
部
陽
一
氏
の

写
真
展
が
９
月
２０
日

か
ら
１６
日
間
、
和
鋼

博
物
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
写
真
展
は
非

核
平
和
都
市
宣
言
制

定
に
合
わ
せ
、
市
民

の
平
和
意
識
の
向
上

を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
も
の
。
展
示
さ
れ
た
写
真
は
渡
部

氏
が
イ
ラ
ク
、
ス
ー
ダ
ン
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
な
ど
各
地
の
紛
争
地
で
２

０
０
０
年
以
降
に
撮
っ
た
６４
点
。
そ

れ
ぞ
れ
の
写
真
に
は
、
渡
部
氏
が
戦

場
で
感
じ
た
一
言
も
添
え
ら
れ
、
戦

地
で
戦
う
兵
士
の
姿
や
、
厳
し
い
環

境
の
中
で
起
こ
る
悲
劇
、
そ
こ
で
生

き
る
人
々
の
姿
を
写
し
出
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
会
場
に
流
れ
て
い
た
映
像

の
中
で
、
渡
部
氏
の
お
父
さ
ん
の
故

郷
が
安
来
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
幼

少
期
に
た
び
た
び
訪
れ
、
ゴ
ズ
釣
り

を
し
た
安
来
で
の
思
い
出
を
語
り

「
父
の
故
郷
安
来
は
、
私
の
故
郷
で

も
あ
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。写

真
展
を
鑑
賞
し
た
瀧
哲
朗
さ
ん

（
広
瀬
町
広
瀬
）
は
、「
戦
場
の
最

前
線
で
の
写
真
が
多
く
戦
争
の
凄
ま

じ
さ
が
伝
わ
っ
た
。
戦
地
に
生
き
る

子
ど
も
の
悲
し
そ
う
な
目
が
印
象
的

だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

戦場カメラマン
渡部陽一写真展

米
原
雲
海
展

盛況！新市発足１０周年記念イベント
10 周年記念事業として和鋼博物館で「米原
雲海展」と「戦場カメラマン渡部陽一写真展」
が開かれ、多くの来場者が訪れました。

和鋼博物館に
新しいレストランがオープン

営業時間 １１時～２１時
●問い合わせ
グランパ
℡２３‐２０４０

▼作品に見入る親子

和鋼博物館の 2階にレスト
ラン「グランパ」が開店しま
した。
安来の食材を使った洋食店
です。喫茶営業もありますの
で、気軽にご利用ください。

（
上
）
会
場
の
様
子
。

（
右
）「
月
」
を
鑑
賞
す
る
来
場
者

（
右
下
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
彫
刻
体
験
。

平
ノ
ミ
を
使
い
表
札
を
彫
る
参
加
者
。
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Ｈ２７年度から
2,000 円
2,000 円
2,400 円
3,700 円
3,600 円
6,000 円
2,000 円
5,900 円

Ｈ２６年度まで
1,000 円
1,200 円
1,600 円
2,500 円
2,400 円
4,000 円
1,600 円
4,700 円

車 種 区 分
50 ㏄以下

50㏄超 90㏄以下
90㏄超

ミニカー
軽二輪（125㏄超 250㏄以下）

小型二輪（250㏄超）
農耕作業用
その他

原動機付自転車

小型特殊自動車

Ｈ２８年度から（※２）
4,600 円
12,900 円
8,200 円
6,000 円
4,500 円

Ｈ２７年度まで
3,100 円
7,200 円
5,500 円
4,000 円
3,000 円

車 種 区 分
三 輪

自家用
営業用
自家用
営業用

乗用

貨物

軽自動車

四 輪

Ｈ２８年度から（※２）
最初の新規検査年月から

１４年目以降
4,600 円
12,900 円
8,200 円
6,000 円
4,500 円

１３年目まで
3,100 円
7,200 円
5,500 円
4,000 円
3,000 円

Ｈ２７年度まで

3,100 円
7,200 円
5,500 円
4,000 円
3,000 円

車 種 区 分

三 輪
自家用
営業用
自家用
営業用

乗用

貨物

軽自動車

四 輪

Ｈ２８年度から（※２）
最初の新規検査年月から

１４年目以降
4,600 円
12,900 円
8,200 円
6,000 円
4,500 円

１３年目まで
3,900 円
10,800 円
6,900 円
5,000 円
3,800 円

Ｈ２７年度
（H２７年４月１日に
登録した車両）
3,900 円
10,800 円
6,900 円
5,000 円
3,800 円

車 種 区 分

三 輪
自家用
営業用
自家用
営業用

乗用

貨物

軽自動車

四 輪

■問い合わせ
税務課
℡２３‐３０４０

※1．「最初の新規検査年月」とは、自動車検査証（車検証）に記載されている「初度検査年月」
のことです。
※2．グリーン化を進めるため、平成２８年度より、最初の新規検査から１３年を経過した軽四輪
車等は上記税率におおむね２０％重課（加算）となります。ただし、電気軽自動車、
天然ガス軽自動車、メタノール軽自動車、混合メタノール軽自動車、電力併用軽自
動車、被けん引自動車は除きます。

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、
平
成
２７
年
度
か
ら
軽
自

動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。
車
両
の
種
類
や
最

初
の
新
規
検
査
年
月
に
よ
り
、
税
率
が
異
な
り
ま
す
。

■最初の新規検査年月が平成１５年度～平成２６年度の軽四輪等

最初の新規検査年月（※1）によって、税率が異なります。

平成２７年度から、全ての車種の税率が変わります。

■最初の新規検査年月が平成27年度以降の軽四輪等

■最初の新規検査年月が平成１４年度以前の軽四輪等

●原動機付自転車・二輪の軽自動車・
二輪の小型自動車・小型特殊自動車

●軽三輪・軽四輪
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水
道
水
の
供
給
や
施
設
の
維
持
管

理
を
行
う
収
益
的
収
支
は
、
給
水
人

口
の
減
少
や
節
水
型
生
活
様
式
の
浸

透
な
ど
に
よ
り
給
水
量
は
減
少
し
、

給
水
収
益
は
７
０
８
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
新
築
の

増
加
や
福
祉
施
設
等
の
新
設
に
よ
る

加
入
者
分
担
金
の
増
に
よ
り
、
収
入

は
前
年
度
比
０
・
１
㌫
【
５４
万
円
】

の
減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
支
出
は

経
費
の
節
減
と
効
率
化
、
修
繕
引
当

金
の
活
用
な
ど
に
よ
る
修
繕
費
の
縮

減
、
工
事
に
よ
る
資
産
減
耗
費
（
資

産
の
用
途
廃
止
）
の
減
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
７
・
４
㌫
【
４
３
０

４
万
円
】
減
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
改
良
工
事
な
ど
を
行
う
資

本
的
収
支
は
、
１
億
７
４
３
３
万
円

の
資
金
不
足
を
損
益
勘
定
留
保
資
金

な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

人
口
の
減
少
や
節
水
型
生
活
様
式

の
浸
透
な
ど
に
よ
り
、
水
需
要
は
今

後
と
も
減
少
す
る
も
の
と
予
測
し
て

い
ま
す
。
ま
た
更
新
時
期
を
迎
え
る

水
道
施
設
や
膨
大
な
管
路
網
の
維
持

管
理
費
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２８
年
度
の
上
水
道
と
簡

易
水
道
と
の
統
合
の
準
備
も
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
層
の
経
営

の
合
理
化
・
効
率
化
を
進
め
、「
安

来
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
基
本
理
念

で
あ
り
ま
す
「
安
全
・
安
心
で
安
定

し
た
水
道
」
の
実
現
を
目
指
し
、
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（対前年度比△０．１％）
水道使用料金
下水道工事などに伴う水道管移転工事負担金など
手数料、その他雑収入
加入者分担金など

（対前年度比△７．４％）

施設整備のための借入金に対する利息
修繕費、動力費など
県から購入した水の代金
減価償却費、受託工事費など
施設の改修資金や企業債を償還する資金
などとして積み立てます

６億 ８４０万円
５億６０５３万円
１２５７万円
１２０６万円
２３２４万円

５億３７１２万円
９４９１万円
５１３６万円
４３９２万円

１億２２００万円
２億２４９３万円

７１２８万円

給水収益
受託工事収益
その他営業収益
営業外収益

人件費など
支払利息
維持管理費
受水費
その他の費用

収 入

支 出

純利益

収

益

的

収

支

企業債、補助金、工事負担金、貸付金返還金

建設改良費、企業債償還金

不足額は当年度損益勘定留保資金などで補てん

１億４８４８万円

３億２２８１万円

１億７４３３万円不足額①－②

収 入①

支 出②

資
本
的
収
支

水
道
事
業
は
、
給
水
人
口
５
千
１
人
以
上
の
水
道
事
業
会
計
（
安
来
地

域
、
広
瀬
地
域
の
一
部
）
と
、
給
水
人
口
５
千
人
以
下
の
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
（
伯
太
地
域
、
広
瀬
地
域
の
一
部
）
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
企
業
会
計
方
式
で
運
営
す
る
、

水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

収益的収入 ▲０．１％
収益的支出 ▲７．４％
純利益 ７１２８万円

収
入
・
支
出
と
も
に
減

一
層
の
合
理
化
・
効
率
化
を

平平成成２２５５年年度度決決算算状状況況ののおお知知ららせせ

平成２５年度水道事業会計決算状況 ※消費税を除く

水水道道事事業業会会計計

当
年
度
に
実
施
し
た
整
備
事
業

▼
老
朽
管
更
新
事
業
・
・
・
門
生
町
、
大
市
場
、
赤
崎
町
地
内
な
ど

▼
配
水
管
改
良
工
事
・
・
・
広
瀬
町
町
帳
、飯
島
町（
安
来
一
中
周
辺
）、

新
十
神
町
、
下
坂
田
町
な
ど

▼
矢
田
水
源
地
送
水
ポ
ン
プ
更
新
、
広
瀬
・
岩
坪
ポ
ン
プ
場
、
川
平
配

水
地
の
水
位
計
更
新
、
塩
谷
地
区
増
圧
ポ
ン
プ
所
設
置
工
事

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
…
水
道
管
理
課

℡
２３‐

２
０
２
０
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糖尿病とは
糖尿病は、血糖をコントロール
するインスリンというホルモンの
分泌量や働きが低下し、血糖値の
高い状態が慢性的に続く状態です。
糖尿病予備群を含め推定２千万人
平成２４年度の国民健康・栄養調
査によると、国内で糖尿病が疑わ
れる人（糖尿病または数値から糖
尿病と判断される人）が９５０万
人、糖尿病の可能性を否定できな

い人（糖尿病予備群）が１１００万人となり、合わせて約２０５０
万人と推定されます。平成９年度以降、初めて減少に転じま
したが、いまだ大きな健康問題となっています。
安来市でも多くの人に疑いが
安来市で平成２４年度に特定健診を受けた人の中から糖尿病
の人を試算すると、２０歳以上の安来市民で、糖尿病が疑われ
る人は３７３２人、糖尿病の可能性を否定できない人は４０９６
人と、合わせて７８２８人が糖尿病と推定され、５人に１人と
多くの人に糖尿病が疑われています。

＜糖尿病を防ぐ食事＞

食べ過ぎないことと、栄養のバランスが大切です。
・野菜はたっぷりとろう
野菜に含まれる食物繊維は肥満を防ぎます。
・食事は決まった時間に、時間をかけて食べよう
食事時間が不規則だったり、寝る前3時間の
間に食べるのはよくありません。
・甘いものや脂っぽいものは食べ過ぎない
・ひとり分ずつ、取り分けて食べよう
大皿から食べると多く食べてしまいがちです。
・薄味にしよう
・ながら食いはやめよう
食べた量がわかりづらく、満足感もありません。
・多いときは残そう
・調味料はかけずにつける
・食品のエネルギーを知ろう
食品の選定や食べるときの参考にしましょう。

＜糖尿病を防ぐ運動＞

基礎代謝量の多いからだを作るため、適度な運動
が効果的です。
～こんな工夫をしてみよう～
・外出するとき、少しだけ早めに歩く
・遠回りして歩く距離を増やす
・近くの用事は車を使わず歩く
・３階までなら階段を使う
・１日１万歩を目標に歩く
・周囲の風景などを楽しみ、観察しながら歩く
・テレビを見ながら、ストレッチをする

■問い合わせ
いきいき健康課 ℡２３‐３２２０

１１月１４日は世界糖尿病デー

１１月は糖尿病予防月間

栄養バランスのとれ
た食事と適度な運動
が効果的

食食事事とと運運動動でで糖糖尿尿病病をを予予防防ししままししょょうう

糖尿病はひとたび発
症すると完治すること
は難しく、放置すると
網膜症・腎症・神経障
害などの合併症を引き
起こし、悪化すると失
明したり透析治療が必
要となることがあります。

恐ろしい
糖尿病の症状
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「みずぼうそう」は、感染力が強い病気で、5
歳までに80パーセントの子どもがかかるといわ
れています。一般的な子どもの場合には軽症で済
みますが、中には重症化する場合があります。
《対象年齢》 生後12カ月～36カ月まで

（１歳から３歳の誕生日の前日まで）
※水痘を発症したことがある人は免疫を持ってい
るので、ワクチンを接種する必要はありません。
《接種回数》 ２回接種（３カ月以上の間隔をおく）

《注意事項》 任意接種で既に水痘ワクチンを接
種したことがある場合、既に接種した回数分の接
種を受けたものとみなします。
母子健康手帳で水痘ワクチン接種歴・水痘既往歴
をご確認の上、接種してください。
《接種料金》 対象者は無料です。
《予診票》 下記の医療機関または安来市子ども
未来課でお渡しします。
《接種場所》必ず予約の上、接種してください。
安来第一病院、家族・絆の吉岡医院、渡部医院、
吉田医院、森脇医院、麦谷内科クリニック、金藤
内科小児科医院、杉原医院、杉原医院大塚分院、
杉原クリニック、朝山医院、河村医院、安来市立
病院、村上医院、常松医院井尻分院、常松医院赤
屋分院

多
く
の
分
野
に
女
性
の
登
用
を

現
在
、
女
性
の
参
画
は
徐
々
に
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
な
ど
の
偏

見
や
差
別
が
残
り
、
十
分
と
は
言
え

な
い
現
状
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

女
性
を
始
め
と
し
た
多
様
な
人
材
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
質
の
高
い
社
会
の
実
現
に
つ
な

が
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
ま
で
に
３０
％

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
、「
指

導
的
地
位
」に
女
性
が
占
め
る
割
合

が
、３０
％
程
度
に
な
る
よ
う
に
国
で

目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
ポ
ジ
テ
ィ
ブ・
ア
ク
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
例

・
所
属
す
る
組
織
・
団
体
の
役
員
の

男
女
比
を
同
じ
に
す
る
。
ま
た
は
男

女
の
一
方
を
４０
％
未
満
に
し
な
い
。

・
男
性
が
多
い
組
織
に
女
性
（
女
性

が
多
い
組
織
に
は
男
性
）
を
入
れ
、

互
い
に
意
見
が
出
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
効
果

・
多
様
性
に
富
む
意
見
が
生
ま
れ
、

課
題
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
た
な
発
想

が
生
ま
れ
る
。

・
み
ん
な
で
運
営
し
て
い
る
意
識
が

高
ま
り
一
体
感
が
生
ま
れ
る
。

ち
ょ
こ
っ
と
男
女
共
同
参
画
③

〜
み
ん
な
で
幸幸
せせ
のの
明明
日日
を
築
く
た
め
に
〜

「「水水ぼぼううそそうう」」がが定定期期予予防防接接種種ににななりりままししたた
すいとう

水痘(水ぼうそう）ワクチンの予防接種が、10月１日より現在の任意接種から定期
予防接種に移行され、接種対象者は無料で接種することができます。

今回のテーマ

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的
改
善
措
置
）

社
会
的
・
構
造
的
差
別
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
て
い
る

人
（
主
に
女
性
）
を
積
極
的
に
指
導
的
立
場
に
登
用
し
、

機
会
を
提
供
す
る
社
会
の
自
主
的
な
取
り
組
み
。

■問い合わせ 子ども未来課 ℡２３‐３２２２

平成２６年度に限り３歳から４歳も対象
（平成２７年３月３１日まで）

生後３６カ月～６０カ月まで（３歳から
５歳の誕生日の前日まで）が対象です。
この場合は１回接種となります。

平成２６年１０月１日から

■
問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
推
進
課

℡
２３‐

３
０
９
５
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採用者
7人
2人
1人
3人
1人
5人

受験者
43人
6人
2人
12人
4人
11人

区 分
一般事務職
技術職（土木）
建築（経験者）
幼稚園教諭・保育士
調 理 師
消 防 職

取得率（Ｂ／Ａ）
28.0％

平均取得日数（Ｂ／Ｃ）
10.7 日

全対象職員数（Ｃ）
523人

総取得日数（Ｂ）
5,613 日

総付与日数（Ａ）
20,039 日

●職員研修の状況（人数は延べ数）
・島根県自治研修所への派遣研修 １１８人
・島根県自治研修所を除く機関へ
の派遣研修 ６１人
・内部研修 ６５２人

●育児休業の取得状況…育児休業の承認３人（いずれも女性職員）、育児休業期間延長の承認０人
●休暇・休業・休職の概要…年次有給休暇（２０日）、病気休暇、特別休暇（※）、介護休暇、育児休業
※特別休暇…慶弔に関する休暇、産前・産後休暇、育児時間休暇、子の看護休暇、夏季休暇など

●公務災害の認定状況…４件（公務傷病・新規認定）２件（通勤傷病・新規認定）
●健康診断受診者数 …定期健康診断３０３人、人間ドック１８６人、嘱託臨時職員健康診断１６０人、

けいけんわん

特殊検診（指曲がり症健診３６人、特定化合物健診０人、頸肩腕健診４８人）
●メンタルヘルス・セクシュアルハラスメントへの対応…

職員を対象として、相談窓口を設け相談を受け付けています。
●福利厚生制度の概要…
・島根県市町村職員互助会：職員の相互救済および福利の増進を図るため、医療費給付、育児休
業助成、災害見舞金、施設利用助成を行っています。（安来市負担金 ３，００７千円）
・職員互助会：職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項を実施するため、健康維持増進、職
員研修などの事業を行っています。（安来市負担金 ３，６３７千円）

●勤務条件に関する措置要求…該当なし ●不利益処分に関する不服申立…該当なし
安来市では、人材育成基本方針を定め、「求められる職員」を目指して、①市民に身近な職員、
②社会情勢に敏感な職員、③組織を経営できる職員を掲げ、職員の育成に取り組んでいます。

●１週間の正規の勤務時間…３８時間４５分
●１日の正規の勤務時間……７時間４５分
●開始時刻…８時３０分
●終了時刻…１７時１５分
●休憩時間…１２時００分～１３時００分

●分限処分…休職２人 懲戒処分…停職１人

平成２５年度

２．職員の勤務時間その他の勤務条件

３．職員の分限および懲戒処分の状況

■問い合わせ…人事課 ℡２３‐３０２１

市民の皆さんに、市政に対するより一層のご理解をいただけるよう、条例に基づ
き、職員の人事行政の運営等の状況をお知らせします。（広報紙６月号でお知らせし
た給与等に関するものを除きます） 詳しくは、市のホームページをご覧ください。

●職員研修の基本方針
・やりがいの創出と自己成長を目指した能力開発、
意識改革の支援。
・多様化する市民ニーズに対応できる能力育成。
・職種や職階に応じ求められる役割や能力育成。

６．職員の福祉および利益保護の状況

７．公平委員会の業務の状況

●職員の年次有給休暇の取得状況

１．職員の競争試験の状況

４．職員の服務及び休業の状況

５．職員の研修状況
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現
在
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
運
行

は
、
利
用
者
が
極
め
て
少
な
い
路
線

や
、
路
線
が
重
複
し
て
い
る
な
ど
、

必
ず
し
も
効
率
的
な
運
行
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

よ
り
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
、
よ

り
効
率
的
な
公
共
交
通
に
な
る
よ
う

に
１０
月
１
日
か
ら
１１
月
３０
日
ま
で
社

会
実
験
を
行
い
、
よ
り
良
い
公
共
交

通
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
社
会
実
験
で
は
、
各
路
線

の
利
用
状
況

や
、
寄
せ
ら

れ
た
市
民
の

声
な
ど
を
評

価
・
検
証
し

て
、
２７
年
度

以
降
の
運
行
体
制
や
将
来
の
公
共
交

通
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。
多
く
の

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（
社

会
実
験
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
１０
月

号
の
折
り
込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

市
民
の
皆
様
に
日
頃
よ
り
ご
愛

顧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
イ
エ
ロ
ー

バ
ス
は
、
近
年
、
利
用
者
の
減
少

や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
な
運
行
で

は
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
、
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
公
共
交
通
の
構

築
を
目
指
し
て
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス

の
運
行
形
態
を
見
直
す
た
め
の
社

会
実
験
を
１０
月
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
実
験
の
開
始
後
、
ご
利
用
の

皆
様
か
ら
は
、「
通
常
と
は
違
う

の
で
と
ま
ど
う
」「
路
線
が
分
か

り
づ
ら
い
」
な
ど
、
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
声
こ

そ
が
、
今
後
の
安
来
市
の
公
共
交

通
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。ぜ

ひ
一
度
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
声
が
、
明
日
の
安

来
の
公
共
交
通
を
支
え
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※社会実験終了後も継続となりますのでご注意ください

■問い合わせ 市民参画課 ℡２３‐３０６９

市街地など一部区間はバス停のみの乗り降りとなりました

期間 10月 1日～11月 30日 ※12月 1日から通常運行します
イエローバスの社会実験が始まりました

シシリリーーズズ 安安来来のの公公共共交交通通がが変変わわりりまますす③③

市民参画課
石原秀樹セクション

リーダー

く聞に者当担

多くのご意見をお寄せください

１０月 1日から安全に配
慮するため、イエローバ
スの路線上でバスを自由
に乗り降りできるフリー
乗降区間の見直しを行い
ました。右図の市街地区
間は、最寄りのバス停で
のみ乗り降りとなります。
その他の路線は、路線
上であれば乗降できます。
なお、交差点付近や横断
歩道、カーブの近くなど
では乗り降りできません
ので、ご協力をお願いし
ます。
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新安来市発足１０周年記念事業「米原雲海展」の関
連行事として９月２３日、記念講演会が安来市民会館
で行われました。講師は島根県吉賀町出身で、元東
京藝術大学学長の澄川喜一氏。講演では、ジェンナー
像や竹取翁など雲海の作品の解説があり、「雲海の
作品は、同じ彫刻家から見てもどうやってつくった
のか不思議。そこに非常に魅力を感じる」と話しま
した。また、東京スカイツリーのデザイン監修者と
して建設に関わったことなどにもふれ、来場者は熱
心に耳を傾けていました。
また、講演後に行われたシンポジウムでは、地元
出身の４人の彫刻家が参加し、先輩彫刻家・雲海の
魅力や自身の活動状況などを話しました。

9月 16 日、国内の第一線で活躍する東京佼正ウイ
ンドオーケストラ巡回公演が宇賀荘小学校であり、
子どもたちは一流の音色に酔いしれました。
この催しは、優れた舞台芸術を鑑賞することで子
どもたちの能力開発につなげるために文化庁が開
催。公演では、クラシックを中心に 10 曲を演奏した
ほか、宇賀荘小の子どもたちが作詞・作曲したオリ
ジナル曲を同楽団の演奏で児童が歌い観客に披露す
る場面も。最後、アンコールで楽団が宇賀荘小の校
歌を演奏すると、会場は大きな拍手に包まれました。
宇賀荘小 5年の西村大知くんは「聞き慣れた校歌
が凄い迫力で違う曲のように聞こえ
た」と驚いた様子で話していました。

▲楽団の演奏でオリジナル曲「だいすき うか
しょう」を披露する宇賀荘小児童
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安来が持つさまざまな魅力を広く知ってもらおう
と、安来市観光協会が「やすぎちょっこしみちくさ
びより

日和」という市の歴史・歩・食・自然・茶をテーマ
にした体験型観光プログラムを実施しています。
このうち、10 月 1 日に、清水名物「うれしの」
づくり教室が清水茶屋ゆう心で行われ、10 人が参
加しました。“うれしの”とは、清水精進料理の名物
で和がらしを塩漬けにしたシソの葉で巻き、１カ月
ほど砂糖に漬け込んだもの。参加者はゆう心の大お
かみさんの指導のもと、細やかな作業の“うれしの”
作りを体験しました。

たけがみよしえ

赤江町の武上能江さんは、「シソの葉が破れない
ように伸ばすのが難しかった。できあがる１カ月後
が楽しみ」と話しました。

戦国時代に活躍した山中鹿介幸盛をしのぶ「幸盛
祭」が９月 28 日に開かれ、ＮＨＫ大河ドラマに鹿
介役で出演した別所哲也氏による「トークショー」
が安来節演芸館で行われました。
トークショーは、演芸館のゼネラルマネージャー
石栗昌彦氏と対談形式で進行。別所さんは、鹿介に
関する書物を読みあさり、たけだけしい鹿介のイ
メージをもって演じたといいます。鹿介に関する思
いもひとしおで「尼子氏や鹿介がいた月山に足を踏
み入れることができて感無量」と話しました。また、
「官兵衛と鹿介のシーンは放映された以上に撮影し
た。（鹿介が）涙を流して別れるシーンが放送され
なかったのは残念」など、冗談交じりにドラマのエ
ピソードを披露し、満員となった会場は、別所さん
の楽しく軽快なトークに沸いていました。

▲鹿介について語る俳優の別所哲也氏（右）と
石栗ゼネラルマネージャー

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

▲うれしの作りにいそしむ参加者。

※体験プログラムについては、安来市観光協会の

ホームページをご覧ください。

ううれれししのの
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地球環境について関心を深めるため 9月 14 日、
「やすぎ環境フェア」が和鋼博物館で開催され、環
境についてのさまざまな催しが行われました。
フェアは、環境に関する事業所など２９団体が参
加。小学生による環境学習発表やパネル展示、なか
うみクルーズなどが行われ、飲食はリユース食器を
使用するなど、環境に配慮したイベントが行われま
した。このうち、気象予報士の森田正光さんを招い
た記念講演では、近年増加した豪雨災害について「温
暖化で大気中の水蒸気が増え、少しの風の変化で山
あいなどの極地に豪雨が降っている」と話し、環境
保全の重要性を訴えました。

安来市では 9月 15 日の老人の日にちなんで、今
年に白寿を迎える市民の皆さんに記念品を贈呈し、
お祝いしています。
今年は市内で３７人の皆さんが白寿を迎えます。
このうちの広瀬町広瀬の佐々木伊太さん（98 歳）
のご自宅に近藤市長が伺い、お祝いの言葉を述べま
した。
佐々木さんは、介護認定もなく、階段の昇降も１
人でできるなど元気に暮らしています。畑仕事が好
きで長女と畑に出かけ野菜をつくり、毎日少量たし
なむ晩酌が元気の源になっているそうです。

「情熱の地域づくり」をテーマに地域再生について学ぶ地
域元気づくりフォーラムが 9月 7日、伯太中央交流センター
で開催され市内外から約 150 人が参加しました。
基調講演では、鹿児島県鹿屋市柳谷自治公民館長の豊重哲
郎氏が、「行政に頼らない地域づくり」を目指した地域の取
り組みを紹介。柳谷集落は、サツマイモや焼酎を作って自主
財源を生みだし、余剰金を住民に支給。また、手作りで、古
民家を再生した迎賓館、公園「わくわく運動庭園」などを建
設するなど、地域を元気にする取り組みを行っています。豊
重氏は地域の活動源は「人」だとして、「幼児から高齢者ま
で住民一人一人に参加してもらうことが重要」と語りまし
た。フォーラムでは、地元で地域活性化に取り組む団体の事
例発表、パネルディスカッションなどもあり、参加者は地域
活性化への意欲を高めていました。

▲市長から記念品を受け取る佐々木さん（右）

▲講演する森田正光氏

▲エッサくんも会場で

マイバッグ持参を PR

▲パネルディスカッションで地域づく

りについて熱く語る参加者

▲

竹
で
作
っ
た
水
鉄
砲
で
遊
ぶ
親
子

▲
基
調
講
演
を
行
っ
た
豊
重
氏
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日立金属安来工場

日立金属駐車場
　　（会場まで0.7㎞）

シャトルバス
発着場

大会会場
（和鋼博物館）

●安来郵便局
●安来消防署

港湾駐車場①
（会場まで0.1㎞）

港湾駐車場②
（会場まで0.6㎞）

受　付

←至　松江市

三菱自販●

エディオン● ●安来市役所

中　海

ＪＲ安来駅
至　米子市→

観光交流プ ザ

（バスターミナル横
せんだん会駐車場）

福井工業団地駐車場（会場まで2.4㎞）
1500台

500台 
70台

100台

シャトルバス発着場

新新着着図図書書紹紹介介

世界遺産富岡製糸場 遊子谷玲
ひとりぼっちを笑うな蛭子能収
名もなき山へ 深田久弥
雨の狩人 大沢在昌
悟浄出立 万城目学
ラブコメの法則 東山彰良
神の子 上・下 薬丸 岳
明日の子供たち 有川 浩
〈お子さんのほん〉
わたしはカメムシ 新開 孝
いのちの花 綾野まさる
じつはよるのほんだなは

澤野秋文

翼、ふたたび 江上 剛
似ていることば おかべたかし
勉強したがる子が育つ「安藤
学級」の教え方 安藤英明
１日１分で人生が変わるおな
かもみ上げ 永井 峻
おいしく食べてやせる＆デトック
スおからレシピ 石澤清美
〈お子さんのほん〉
我が友植村直己 廣江研/原作
いじめ・ケータイトラブルのな
やみ（尾木ママの女の子相談室）

尾木直樹/監修

孤独の力 五木寛之
ギフテッド 山田宗樹
ラストレター さだまさし
かわうそ あさのあつこ
鴨川食堂おかわり 柏井 壽
わたしの台南 一青 妙
買い物難民を救え！ 村上 稔
「地元」の文化力 苅谷剛彦
国際社会で働く 嘉治美佐子
寄居虫女 櫛木理宇
〈お子さんのほん〉
ちびうそくん 乾栄里子
げんばくとげんぱつ 増山麗奈
6月31日 6時３０分 寺村輝夫
理系アナ桝太一の生物部な毎日

桝 太一
月へ行きたい 松岡 徹

■問い合わせ…「なかうみマラソン全国大会」

大会事務局 ℡２３‐３５００

℡３７－００５０

安来市在住の上田治城さんの写真に妻の上田裕子さんが詩

を付した作品を展示します。

期間 10 月 27 日㈪～11月 24 日㈪ 場所 安来市立図書館

※
福
井
工
業
団
地
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

交通規制 マラソンコースとなる道路
は、９時から１２時４０分まで車両の通
行ができません。
駐車場 利用できる駐車場は下図のと
おりです。（利用時間 ７時～１７時）

期間 ① 11月１日㈯・2日㈰ ② 11月 25 日㈫～30日㈰

●「写真と詩のコラボレーション展」を開催します

当日の交通規制・駐車場など

安来市立図書館からのお知らせ
●次の期間、臨時休館します

℡３２－４４５５

よし か

荒井悦加さん
2013年日本選手権
女子3千㍍障害優勝

当日はゲストトークショー、抽選会な

どの催しや、食べ物からお土産まで中海

圏域の特産品販売店が 28ブース出店。

多くの人のお越しをお待ちしています。

きち や

桂 吉弥さん
落語家

安来市ふるさと大使

●そのほかの新着図書情報は安来市ホ
ームページ図書館情報でご確認ください

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

松野明美さん
ソウル五輪
女子一万㍍代表

検索安来 図書館情報

ゲ

ス

ト
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「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す

●問
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
設
置
期
間
は
１１
月
４
日
〜
平

成
２７
年
３
月
１６
日
）

℡
０
５
７
０‐

０
５
８‐

５
５
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
か
ら
は

℡
０３‐

６
７
０
０‐

１
１
４
４

・
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

９
５
４
０

・
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
６

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
（
平
成
２６
年
１
月
１

日
〜
１２
月
３１
日
に
納
付
し
た
も

の
）
が
、
所
得
税
や
市
県
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
、
こ
の
証
明
書

も
し
く
は
領
収
証
書
の
添
付
が

必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期

▽
平
成
２６
年
１
月

１
日
〜
９
月
３０
日
に
納
付
し
た

人
…
１１
月
上
旬
（
１０
月
分
以
降

は
納
付
見
込
額
が
表
記
さ
れ
ま

す
）

▽
１０
月
１
日
〜
１２
月
３１

日
に
今
年
初
め
て
納
付
し
た
人

…
平
成
２７
年
２
月
上
旬

そ
の
他

家
族
の
保
険
料
を
納

付
し
た
人
は
、
そ
の
納
付
額
を

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
て
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
高
齢
者
に
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

発
行
し
ま
す

●問
高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
２
３

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
６５
歳
以
上
の
人
で
、

障
が
い
の
程
度
が
一
定
基
準
を

満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
障

害
者
控
除
の
対
象
者
と
し
て
認

定
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
書
を
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
添
付
す
る
と
、

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で

な
く
て
も
、
本
人
ま
た
は
そ
の

扶
養
者
が
、
所
得
税
や
市
県
民

税
の
障
害
者
控
除
（
ま
た
は
特

別
障
害
者
控
除
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

認
定
基
準

▽
障
害
者
控
除
…
障
が
い
の
程

度
が
、
知
的
障
が
い
者
（
軽

度
・
中
度
）
・
身
体
障
が
い
者

（
３
級
〜
６
級
）
と
同
程
度
。

▽
特
別
障
害
者
控
除
…
障
が
い

の
程
度
が
、
知
的
障
が
い
者

（
重
度
）
・
身
体
障
が
い
者

（
１
級
〜
２
級
）
と
同
程
度
、

寝
た
き
り
状
態
（
６
カ
月
程
度

以
上
臥
床
し
、
食
事
・
排
便
な

ど
の
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る

状
態
）

申
請
窓
口

高
齢
者
安
心
課（
広

瀬
●庁
）、市
民
課
④
窓
口（
安
来

●庁
）
、
伯
太
●地
（
伯
太
●庁
）

※
申
請
書
は
、
申
請
窓
口
に
設

置
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。申
請
の
際

は
、印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

火災の発生しやすい時期です。
火気の取り扱いには十分注意し
ましょう。

※期間中は、毎日21時にサイレンを
鳴らします。お休み前に今一度火の元
を点検しましょう。

①寝たばこは、絶対やめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた
位置で使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す。

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
する。
②寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、
防炎製品を使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
どを設置する。
④お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。

１１月９日
～１５日

住宅防火、命を守るポイント

●問消防本部予防課 ℡２２‐０１１９

秋秋季季全全国国火火災災予予防防運運動動
もういいかい
火を消すまでは
まあだだよ

行行

政政

３つの習慣

４つの対策

統
一
標
語

１１
月
１１
日
〜
１７
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

テ
ー
マ
「
税
の
役
割
と
税

務
署
の
仕
事
」

期
間
中
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

ｗ
ｗ
ｗ.ｎ
ｔ
ａ.ｇ
ｏ.ｊ
ｐ

Ｗｅｂ－ＴＡＸ－ＴＶ
国税庁ホームページの
インターネット番組

（番組例）暮らしを
支える税を学ぼう。
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平
成
２７
年
安
来
市
成
人
式
の
開

催
と
案
内
状
送
付
の
お
知
ら
せ

●問
地
域
振
興
課
℡
２３‐

３
０
７
１

日
時

平
成
２７
年
１
月
３
日
㈯

１２
時
開
会
（
受
付
１１
時
〜
）

場
所

安
来
市
民
体
育
館

対
象

平
成
６
年
４
月
２
日
〜

平
成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人
。

そ
の
他

▽
該
当
者
に
は
案
内

状
を
お
送
り
し
ま
す

▽
就

学
・
就
業
な
ど
で
市
外
に
在
住

し
て
い
る
人
で
、
参
加
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
地
域
振
興
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

土
地
取
引
の
届
出
制
度

●問
島
根
県
用
地
対
策
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
０
７
７

・
都
市
計
画
課

℡
２３‐

３
２
４
３

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

（
売
買
、
交
換
な
ど
）
を
し
た

場
合
は
、
契
約
締
結
日
を
含
め

て
２
週
間
以
内
に
、
取
り
引
き

し
た
土
地
が
所
在
す
る
市
役

所
・
町
村
役
場
に
届
け
出
が
必

要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

▽
市
街
化
区
域
内
の
土
地（
ａ
）

…
２
千
平
方
㍍
以
上
。

▽
ａ
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内

の
土
地
…
５
千
平
方
㍍
以
上
。

▽
都
市
計
画
区
域
以
外
の
土
地

…
１
万
平
方
㍍
以
上
。

平
成
２６
年
分
年
末
調
整
説
明
会

●問
松
江
税
務
署

℡
０
８
５
２‐

２１‐

７
７
１
１

日
時
・
対
象

１１
月
１２
日
㈬

▽
安
来
地
域
の
法
人
（
１０
時
３０

分
〜
１２
時
）

▽
広
瀬
・
伯
太

地
域
の
法
人
、市
内
の
個
人（
１３

時
３０
分
〜
１５
時
）

場
所

安
来
市
民
会
館

市が使用する共通封筒および公用車に広告を掲
載する事業者を募集します。
対 象 市内に事業所などを有する民間事業者

※広告代理店も可。
募集期間 １０月２０日㈪～１１月１９日㈬（必着）

応募方法 申込書などに必要事項を記入の上、管
財課まで提出してください。（郵送可）※１枠（公
用車は１台）から受け付けます。
決定方法 市が定める要綱などに基づき決定しま
す。※応募数が募集枠を超える場合は抽選

箱バンタイプ
２台

左右スライド
ドア両側面
各面 縦 50×
横 70㎝以内

２万 1,600 円

特殊フィルムによる張り付け
（広告主が用意）

広告掲載日から１年間

乗用タイプ
５台

前左右ドア両側
面

各面 縦 40×
横 70㎝以内

１万 7,280 円

車の種類
台 数

掲載位置

広 告 枠

１台あたりの
掲 載 料

掲載方法

掲載期間

角２
縦 24×横 33.2 ㎝

４万枚
封筒の裏面

８枠分
縦 5.5×横 10㎝
２万 4,000 円

長３
縦 12×横 23.5 ㎝

８万枚

３枠分
縦 5.5×横 10㎝
６万 4,000 円

封筒の種類
規 格
作成枚数
広告の位置
広告の枠数
１枠当たりの
広告枠・掲載料

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

●申●問管財課 ℡２３‐３０３０

②共通封筒 ●申●問管財課 ℡２３‐３０３０
公告概要 次の①②のとおり ※詳細はホームページをご覧ください

安来市の共通封筒・公用車への広告募集

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

1100月月55日日かからら島島根根県県最最低低賃賃金金がが改改正正さされれまますす

●次の賃金は最低賃金の対象から除外されます。
①臨時に支払われる賃金（結婚手当等）
②１カ月を超える期間ごとに支
払われる賃金（賞与等）
③時間外労働、休日労働、
深夜労働に対する割増賃金等

この最低賃金は、島根県内の事業場で使用される
常用・臨時・パートタイム労働者・アルバイト労働
者などすべての労働者に適用されます。
最低賃金額に満たない賃金の労働契約は無効とさ
れ、最低賃金額が適用されます。（最低賃金法第４条）

①公用車 ●申●問管財課（車両）℡２３‐３０３３

箱箱ババンンタタイイププ

最低賃金額（時間額） ６７９円

●問島根労働局賃金室
℡０８５２‐３１‐１１５８

乗乗用用タタイイププ

１９



就
職
面
接
会
ト
リ
プ
ル
Ａ
開
催

●申
●問
松
江
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

℡
０
８
５
２‐

２８‐

８
６
０
９

企
業
の
採
用
担
当
者
と
の
就

職
面
接
会
で
す
。

日
時

１１
月
２４
日
㈪
㈷
１２
時
〜

１６
時

場
所

く
に
び
き
メ
ッ
セ

対
象
者

平
成
２７
年
３
月
大
学

等
卒
業
予
定
者
、
大
学
等
卒
業

後
３
年
以
内
の
未
就
職
者
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
。

そ
の
他

参
加
企
業
は
１１
月
上

旬
か
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１１
月
１３
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１１
月
１３
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１１
月
２７
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２５
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

１１
月
２７
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１１
月
１２
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

１１月は児童虐待防止推進月間です
予防・早期発見にご協力ください
虐待を疑ったり、発見したりしたときに
通告（相談）することは、私たちに課せら
れた義務です。
虐待かどうかの調査は相談機関が行いま
す。相談者の情報は決して漏らしませんの
で、虐待が疑われる子どもを見かけたとき
は、一人で悩まずお知らせください。

児童虐待とは子どもの心と体を
傷つける行為で、次の４種類に
分類されます。

①身体的虐待…なぐる、ける、
戸外に締め出す、タバコの
火を押し付けるなど

②性的虐待…性的行為、ポルノグラフィー
被写体の強要など

③心理的虐待…脅迫や無視、きょうだい
間の差別的扱いなど

④ネグレクト…不潔なまま、医療受診を怠
る、家や車の中に放置するなど

虐虐待待かかなな？？とと思思っったたらら迷迷わわずず相相談談

相談●問子ども未来課
（児童家庭相談窓口）
℡２３‐３２０９

）

季節性インフルエンザ予防接種（高齢者対象）

接種できる医療機関（直接予約の上、接種してください）
※接種は任意で、本人の意思確認が必要です。

日立記念病院、安来第一病院、家族・絆の吉岡医院、
渡部医院、野坂医院、吉田医院、森脇医院、麦谷内科クリ
ニック、金藤内科小児科医院、白根整形外科医院、杉原医院、
杉原医院大塚分院、杉原クリニック、おがわ耳鼻咽喉科、
やました整形外科、朝山医院、河村医院、安来市立病院、
安来市医師会病院、村上医院、村上医院安田出張所、常松
医院井尻分院、常松医院赤屋分院、加藤医院、千原医院

高齢者のインフルエンザは、重症化しやすくなるの
が特徴です。事前に予防接種を受けましょう。
対象者 ・接種日当日に 65 歳以上の人

・60 歳以上 65 歳未満で、心臓、
じん臓、呼吸器に重い病気のある人

接種期間・回数
11 月１日～平成 27 年１月 31 日の間に１回。

自己負担額 １，５００円（医療機関の窓口でお支払いください）
生活保護世帯・市民税非課税世帯の人は事前申込み
によって自己負担金が無料となります。11 月１日
から免除申請受付を行いますので、本人確認のでき
るもの（健康保険証、運転免許証など）と印鑑をお
持ちの上、市民課④窓口（安来●庁）、伯太●地（伯太
●庁）、いきいき健康課（広瀬●健）で手続きしてくだ
さい。

●問いきいき健康課 ℡２３‐３２２０

保保

健健

（

２０



マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
対
象

１１
月
９
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
（
受
付
時

間
）
、
広
瀬
●健

対
象

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
夫
。

内
容

出
産
に
向
け
て
、
妊
娠

中
の
生
活
な
ど
の
お
話
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
。

申
込
期
限

１１
月
7
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル
１
枚
。

そ
の
他

運
動
の
で
き
る
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

妊
婦
歯
科
検
診

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

１１
月
３０
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

８
月
〜
１０
月
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
。

（
対
象
者
に
は
、
受
診
時
間
を

記
載
し
た
予
約
票
を
送
付
し
ま
す
）

内
容

歯
科
検
診
、歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
対
象

１１
月
１８
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
９
時
４５
分
〜

１０
時

▽
７
〜
８
カ
月
児
１３
時

３０
分
〜
１３
時
４５
分（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

１１
月
１４
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
教
室
の
進
め
方
」

（
４
か
月
健
診
時
に
配
布
）
、

参
加
費
１
０
０
円
、お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●
「
子
ど
も
の
見
方
が
変
わ
る

子
育
て
講
演
会
」
（
要
申
込
）

「
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞

か
な
く
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
育

て
方
、
し
つ
け
が
間
違
っ
て
い

る
の
で
は
」
と
い
っ
た
悩
み
や

心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
中
の
人
に
向
け
た
講
演

会
で
す
。

日
時
・
場
所

１１
月
２５
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

そ
の
他

託
児
あ
り（
要
申
込
）

●
「
で
こ
ぼ
こ
と
い
っ
し
ょ
に

遊
ぼ
う
よ
」
（
要
申
込
）

現
役
保
育
士
ユ
ニ
ッ
ト
で
こ

ぼ
こ
楽
し
い
歌
と
手
遊
び
。
親

子
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時

１１
月
６
日
㈭
１０
時
３０
分

〜
１１
時
３０
分

場
所

広
瀬
●健

が
ん
検
診

●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

日
時
・
場
所

▽
１１
月
１６
日
㈰

８
時
３０
分
〜
１１
時
、
安
来
市
民

会
館

▽
１１
月
１７
日
㈪
８
時
３０

分
〜
１０
時
３０
分
、
島
田
●交

▽

１１
月
１８
日
㈫
・
１９
日
㈬
８
時
３０

分
〜
１１
時
、
荒
島
●交

▽
１１
月

２１
日
㈮
８
時
〜
１１
時
、
飯
梨
●交

●●
予
約

日
時
・
場
所

▽
１１
月
１１
日
㈫

１３
時
３０
分~

１７
時
、
荒
島
●交

▽
１１
月
１３
日
㈭
１４
時~

１７
時
、

飯
梨
●交

▽
１１
月
２６
日

㈬
１４
時~

１７
時
、宇
賀
荘

●交

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

平成 26年 10月１日から高齢者用肺
炎球菌ワクチンが定期予防接種ワクチン
（国が推奨するワクチン）になりました。
このワクチンを接種しておくと、肺炎予
防や、肺炎にかかっても軽い症状ですむ
効果が期待されます。ぜひ、予防接種を
受けましょう。
接種対象者 （対象者には個人通知しています）
①平成２６年度中（平成２６年４月２日～平成２７年４月
１日）に次の年齢となる人。６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、
８５歳、９０歳、９５歳、１００歳以上。
②接種当日６０歳以上６５歳未満の人で、心臓、じん臓、
呼吸器に重い病気のある人。
接種期間 平成２６年１０月１日㈬～平成２７年３月３１日㈫
接種回数 1 回
接種方法 接種を希望される人は、下記医療機関に予約
して接種してください。
持参するもの 予診票、健康保険証
自己負担額 3,000 円（医療機関等の窓口でお支払いく
ださい）※生活保護世帯、市民税非課税世帯(世帯全員)
の人は事前申請により自己負担金が免除になります。接
種期間中、安来●庁④番窓口、伯太●地（伯太●庁）、いきい
き健康課（広瀬●健）に、本人確認のできるものと印鑑を
ご持参ください。
接種できる医療機関 日立記念病院、安来第一病院、家
族・絆の吉岡医院、渡部医院、野坂医院、吉田医院、森
脇医院、麦谷内科クリニック、金藤内科小児科医院、白
根整形外科医院、杉原医院・杉原医院大塚分院、杉原ク
リニック、朝山医院、河村医院、安来市立病院、安来市
医師会病院、村上医院・村上医院安田出張所、常松医院
井尻分院・赤屋分院、加藤医院、千原医院
※接種は義務ではありません。接種を受ける人の意
思確認が必要です。

高齢者用肺炎球菌ワクチン定期予防接種

●問いきいき健康課 ℡２３‐３２２０
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安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐
１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

※
場
所
は
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

１１
月
１０
日
㈪
・
１７
日
㈪

１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
。

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
（
１
回
）。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
エ
ク
セ
ル
応
用
夜
間
コ
ー
ス

後
編

日
時

１１
月
２１
日
㈮
〜
１２
月
９

日
㈫
の
毎
週
火
金（
６
日
間
）
、

１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
２
１
６
０
円
）
。

対
象

エ
ク
セ
ル
初
級
習
得
の

人そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
要

申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要
。

②
ワ
ー
ド
初
級
コ
ー
ス

日
時

１１
月
２１
日
㈮
・
２５
日
㈫
・

２６
日
㈬
・
２７
日
㈭
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人

▽
要
申
込

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
１２
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料

一
人
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他

日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談

▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

・
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
安
来
会
場

日
時
・
場
所

１１
月
２０
日
㈭
１３

時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
、
安
来
中

央
●交
※
前
日
ま
で
に
要
予
約

●
松
江
会
場

日
時
・
場
所

１１
月
６
日
㈭
・

１０
日
㈪
・
１９
日
㈬
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所
※
１１

月
１７
日
㈪
ま
で
に
要
予
約

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
・
吉
村

℡
２２‐

１
０
２
６

日
時
・
場
所

１１
月
９
日
㈰
１０

時
〜
１６
時
、
赤
屋
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
不

動
産
の
売
買
、
名
義
変
更
登

記
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
借

金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
悪
質
商

法
、
会
社
の
登
記
、
裁
判
、
調

停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財

産
管
理
な
ど
。

そ
の
他

▽
予
約
不
要
で
す
が
、

予
約
の
な
い
場
合
は
、
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１６
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬
・

伯
太
会
場
…
９
時
〜
１２
時
▽
市

民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）
▽
安
来

会
場
９
時
３０
分
〜
１６
時
、
広
瀬

会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き
い

き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張

相
談
会
（
要
予
約
）
▽

サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８

５
２‐

３３‐

７
７
１
０

結
婚
相
談
や
す
ぎ
「
は
ぴ
こ
の

部
屋
」

▽
１０
時
〜
１２
時

▽

定
住
企
画
課
℡
２３‐

３
０
５
９

赤
屋
地
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

●問
赤
屋
●交
℡
３８‐

０
１
４
５

日
時
・
場
所

１０
月
２６
日
㈰
受

付
９
時
１５
分
〜
、
赤
屋
●交

コ
ー
ス

８
㌔
コ
ー
ス
、
４
㌔

コ
ー
ス
（
い
ず
れ
も
赤
屋
●交

発
着
。十
年
畑
方
面
へ
歩
き
ま
す
）

参
加
料

無
料

教教
室室
・・
講講
座座

イイ
ベベ
ンン
トト

テテーーママ「「未未来来へへつつななぐぐ安安来来のの恵恵みみ！！」」

日時 11月 23日㈰９時～15時
場所 伯太●庁

市内で収穫した農林畜産物や加
工品を販売するほか、どじょう汁
などの無料サービス、体験コー
ナー、安来市出身モノマネ芸人「美
留香」の特設ステージ、大抽選会
など、お楽しみ満載です。

第 10回安来市農林業祭

●問農林振興課 ℡２３‐３３３０

相相

談談

２２



ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in
し

ま
ね
２
０
１
４

●問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

℡
０
８
５
２‐

２１‐

０
０
１
５

日
時
・
場
所

１１
月
１６
日
㈰
１４

時
〜
１６
時
、
島
根
県
民
会
館

演
奏

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊

ほ
か
。

そ
の
他

入
場
無
料
で
す
が
整

理
券
が
必
要
で
す
。（
整
理
券
は
、

島
根
県
民
会
館
、
松
江
テ
ル
サ

な
ど
に
設
置
）

舩
川
利
夫
を
聴
く
・
知
る
コ
ン

そ
う

サ
ー
ト
（
箏
・
尺
八
・
詩
吟
）

●問
舩
川
利
夫
を
聴
く
・
知
る
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
・
金
山

℡
０
９
０‐

３
３
７
５‐

３
６
２
９

安
来
出
身
の
作
曲
家
舩
川
利

夫
氏
を
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
時

１１
月
２２
日
㈯
１４
時
〜（
開

場
１３
時
３０
分
〜
）

場
所

安
来
市
民
会
館

料
金

一
般
１
０
０
０
円
（
当

日
１
２
０
０
円
）、高
校
生
以
下

５
０
０
円
（
当
日
６
０
０
円
）

前
売
券
販
売
所

安
来
市
民
体

育
館
、
市
民
会
館
ほ
か

加
納
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

●申
●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

あ
じ

●●
い
ま
味
ふ
べ
き
不
昧
の
好
み

く
う
み

出
雲
焼
楽
山
窯

九
代
空
味
展

松
平
藩
の
御
用
窯
と
し
て
創

ふ
ま
い

業
し
た
楽
山
窯
。
不
昧
公
好
み

の
茶
器
等
を
始
め
、
現
代
も
そ

の
伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
作
品
を
残
し
た
九
代
空
味

の
作
品
を
中
心
に
展
示
し
、
出

雲
焼
楽
山
窯
の
歴
史
を
紹
介
し

ま
す
。

期
間

１０
月
２４
日
㈮
〜
１２
月
２３

日
㈫
㈷
ま
で
（
火
曜
日
休
館
）

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

そ
の
他

入
館
料
が
必
要
で
す
。

●●
名
碗
を
愉
し
む
会

学
芸
員
案
内
に
よ
る
館
内
見

学
の
後
、
季
節
の
お
菓
子
と
お

茶
、
そ
し
て
碗
を
愉
し
み
な
が

ら
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１１
月
１６
日
㈰
１０
時
〜
・

１３
時
〜

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

料
金

２
５
０
０
円
（
美
術
館

入
館
料
・
季
節
の
お
菓
子
・
お

茶
代
を
含
む
）
。

山
常
楼
見
学
会
を
行
い
ま
す

●申
●問
山
常
楼
℡
２２‐

０
２
４
０

今
年
、
国
登
録
文
化
財
と
な

る
答
申
を
受
け
た
山
常
楼
の
見

学
会
を
行
い
ま
す
。
解
説
と
食

事
を
楽
し
め
ま
す
。

日
時

１１
月
１１
日
㈫
１１
時
３０
分

〜場
所

山
常
楼
（
安
来
町
）

参
加
費

１
３
０
０
円
（
昼
食

代
を
含
む
、
当
日
徴
収
）

そ
の
他

▽
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す

▽
申
込
時
間

９
時
〜
１６
時

第
５
回
安
来
市
歴
史
文
化
講
座

「
本
城
を
移
転
せ
よ
！
〜
な
ぜ

吉
川
広
家
は
富
田
か
ら
米
子
へ

城
を
移
し
た
か
」

●問
文
化
課

℡
２３‐

３
３
１
５

日
時

１１
月
２３
日
㈰
㈷
１４
時
〜

１６
時

場
所

広
瀬
中
央
●交

講
師

佐
伯
純
也
氏
（
一
般
財

団
法
人
米
子
市
文
化
財
団
主
任

調
査
員)

そ
の
他

▽
入
場
無
料
。
申
込

不
要

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

第４回安来・清水寺古道ウオーク

日 時 １１月２２日㈯
９時３０分スタート（開会式９時～）

コース 中海ふれあい公園（仮称）～門生町～広瀬清水
街道～清水寺展望台、仁王門～清水寺境内
（貫主法話、安来節）▲折り返し～道の駅「あ
らエッサ」※片道約５㌔、往復約１０㌔

参加料 一般７００円、中高生・団体（１０人以上）一人５００円。
（弁当、保険料込み）※支払い方法は郵便振替など。

申込方法 参加者全員の住所・氏名・年齢・電話番号を明
記の上、ＦＡＸ・メールなどでお申し込みください。

申込期間 ９月２３日㈫～１１月１７日㈪
定 員 ７００人（先着順）
そ の 他 参加賞進呈。完歩後、道の駅でソバの振る舞いや、

地元特産品などが当たる抽選会などもあります。
主 催 安来・清水寺古道ウオーク実行委員会

（安来市・安来市観光協会、新日本海新聞社）
●申●問日本海新聞西部本社事業課

℡０８５９‐３４‐８８１３
０８５９‐３４‐８８１７

メール s-jigyo@nnn.co.jp

伝統ある清水参詣の古道を歩き、
紅葉を満喫したり、趣のある清水寺
を散策したりして、心地
よい汗を流しませんか。

●みんなで唄う安来節
日時 １１月３日㈪㈷９時３０分～
●市民音楽祭
日時 １１月９日㈰１３時３０分～

●短歌大会
日時 １１月１日㈯１０時～
●川柳大会
日時 １１月１日㈯１３時～
●俳句当季雑詠
日時 １１月１０日㈪１０時受付

●問文化課 ℡２３‐３３１６

場所は安来市民会館です

場所は安来中央●交です

～ステージ部門～

ＦＡＸ

～文芸部門～

２３




